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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続く中で、政府や日銀の各種政策の効果

もあり、景気は全体としては緩やかな回復基調が続いております。また、世界経済においては、新興国や資源国等

の景気動向、地政学的リスクおよびＥＵ離脱問題などの不確実性の高まりや、国際資本市場の変動の影響等、わが

国経済に影響を与え得る要因が依然として存在しております。

当業界におきましては、居住用賃貸物件の成約状況は地域・月により増減にバラつきのある状況が続いており、

店舗網の規模や地域的広がり等の出店戦略の巧拙、個々の店舗の競争力が業績を左右し得る事業環境が続いており

ます。また、不動産テックという言葉が浸透しつつあることから示されるように、ＩＴ技術の活用の仕方が顧客サ

ービスの拡充や競争力向上に大きな影響を与え得る動向も見受けられるようになりました。

このような環境下で競争に打ち勝つためには、様々なお客様の嗜好に対応できる豊富な物件の品揃え（商品力）、

ＩＴや人工知能などの新技術を積極的に活用した効率的な集客（集客力）、そして最終的に店舗スタッフによる地

域に密着した豊かな情報の提供や細やかな接客によってお客様満足度の向上に繋げること（営業力）など、賃貸仲

介事業者としての総合力がより重要となってきております。そして、これらの総合力を備えるとともに、スケール

メリットを享受するための事業規模の確保や成長が見込める分野に集中的に経営資源をつぎ込む市場の選択が、会

社の成長力と収益力の拡大に大きな影響を与える状況となっております。

このような市場環境に対する認識から、当社は中期経営計画（平成29年３月期から平成31年３月期までの３か年

計画）において、事業戦略の柱として「新規出店による規模の拡大」を掲げて３年間で28店舗の新規出店を計画す

るなど、一層の事業規模の拡大を目指しております。当事業年度においては、第１四半期会計期間に３店舗、第２

四半期会計期間において１店舗出店したことにより、直営店155店舗、フランチャイズ１店舗の合計156店舗となり

ました。また、昨年度より開始したリフォーム事業については、本年４月に２か所目の営業所を開設し、続いて８

月には３か所目を開設いたしました。

足元の業績は、店舗網の拡充に伴い仲介件数が伸長し、仲介手数料収入や周辺商品の取次料収入などが増加いた

しました。リフォーム事業においては、営業拠点の増設の効果もあり営業収益の増加に寄与いたしました。一方、

費用面では、店舗数の増加に伴う人件費総額の上昇や工事の内製化に伴う費用計上およびコーポレートロゴ変更に

伴う諸費用等の増加要因はあったものの、ノー残業デーの定着や人件費構造の変化等による人件費上昇の抑制など

により、営業費用の増加は当初計画よりも抑えることができました。

　これらの結果、当第２四半期累計期間の業績は、営業収益46億17百万円（前年同四半期比8.7％増）となり、営業

利益３億８百万円（前年同四半期比61.9％増）、経常利益３億５百万円（前年同四半期比57.5％増）、四半期純利

益１億94百万円（前年同四半期比78.7％増）となりました。

　

　当第２四半期累計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門 営業収益 (千円) 比 率 (％) 前年同四半期比 (％)

不動産賃貸仲介事業 2,263,492 49.0 106.4

仲介関連サービス事業 1,592,156 34.5 116.8

その他の事業 761,355 16.5 100.6

合 計 4,617,004 100.0 108.7

　なお、当社の営業形態として賃貸入居需要の繁忙期である１月から３月に賃貸仲介件数が増加することから、業

績は毎年１月から３月の割合が大きくなる傾向があります。

　また、当社は不動産仲介事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。
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(2) 財政状態に関する説明

① 財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末における総資産は、65億79百万円（前事業年度末は71億59百万円）となり、前事業年

度末と比べ５億79百万円減少しました。

（流動資産）

　当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は、46億25百万円（前事業年度末は52億68百万円）となり、

前事業年度末と比べ６億43百万円減少しました。これは現金及び預金が５億35百万円減少したこと、各種紹介手

数料に伴う営業未収入金が50百万円減少したこと、並びに国債の償還等により有価証券が５百万円減少したこと

が主たる要因であります。

（固定資産）

　当第２四半期会計期間末における固定資産の残高は、19億54百万円（前事業年度末は18億90百万円）となり、

前事業年度末と比べ64百万円増加しました。これは建物附属設備等の有形固定資産が51百万円増加したこと、営

業保証金等の投資その他の資産が22百万円増加したこと、並びにソフトウエア等の無形固定資産が９百万円減少

したことが主たる要因であります。

（流動負債）

　当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は、16億25百万円（前事業年度末は23億円）となり、前事業

年度末と比べ６億75百万円減少しました。これは税金の支払を行ったことにより未払法人税等が２億98百万円減

少・未払消費税等が48百万円減少したこと、お客様からの預り金が１億52百万円減少したこと、並びに賞与の支

給を行ったことにより賞与引当金が１億29百万円減少したことが主たる要因であります。

（固定負債）

　当第２四半期会計期間末における固定負債の残高は、５億83百万円（前事業年度末は５億75百万円）となり、

前事業年度末と比べ７百万円増加しました。これは退職給付引当金が９百万円増加したことが主たる要因であり

ます。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産の残高は、43億70百万円（前事業年度末は42億82百万円）となり、前

事業年度末と比べ87百万円増加しました。これは四半期純利益を１億94百万円計上したこと、並びに剰余金の配

当を１億４百万円行ったことが主たる要因であります。

② キャッシュ・フローの状況の分析

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、20億14百万円（前事

業年度末は35億49百万円）となり、前事業年度末に比べ15億35百万円減少しました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、３億34百万円（前年同四半期累計期間は６億32百万円の使用）となりました。

主な増加要因は、税引前四半期純利益３億５百万円、非資金取引である減価償却費64百万円、並びに営業債権の

減少額50百万円であります。主な減少要因は、法人税等の支払額３億64百万円、預り金の減少額１億52百万円、

並びに賞与引当金の減少額１億29百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、10億81百万円（前年同四半期累計期間は１億25百万円の使用）となりました。

主な減少要因は、定期預金の預入による支出10億円、出店等に伴う有形固定資産の取得による支出44百万円、並

びに営業保証金の預入による支出15百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、１億18百万円（前年同四半期累計期間は95百万円の使用）となりました。主

な減少要因は、配当金の支払額１億４百万円、自己株式の取得による支出９百万円、並びにリース債務の返済に

よる支出４百万円であります。
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(3) 業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成29年３月期の業績見通しにつきましては、平成28年４月28日に公表いたしました業績予想数値から変更はあ

りません。

　

　

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

・会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による当第２四半期累計期間の損益に与える影響額は軽微であります。

（追加情報）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期会計期間から適用しております。
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３．四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,549,542 4,014,539

営業未収入金 298,546 248,043

有価証券 40,042 35,016

その他 380,797 327,423

流動資産合計 5,268,928 4,625,023

固定資産

有形固定資産 321,868 373,431

無形固定資産 79,822 69,969

投資その他の資産

投資有価証券 90,211 90,158

営業保証金 660,000 680,000

差入保証金 501,714 503,542

その他 236,533 237,249

投資その他の資産合計 1,488,459 1,510,951

固定資産合計 1,890,150 1,954,351

資産合計 7,159,079 6,579,375

負債の部

流動負債

営業未払金 117,873 72,185

未払費用 369,482 333,576

未払法人税等 391,572 92,610

未払消費税等 120,841 72,827

預り金 472,119 319,873

賞与引当金 547,710 418,328

その他 280,991 315,855

流動負債合計 2,300,591 1,625,257

固定負債

退職給付引当金 544,599 554,569

その他 31,032 28,992

固定負債合計 575,631 583,562

負債合計 2,876,222 2,208,820

純資産の部

株主資本

資本金 424,630 424,630

資本剰余金 324,630 324,630

利益剰余金 3,544,500 3,634,465

自己株式 △26,615 △35,675

株主資本合計 4,267,145 4,348,050

新株予約権 15,711 22,504

純資産合計 4,282,856 4,370,555

負債純資産合計 7,159,079 6,579,375
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(2) 四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業収益 4,248,448 4,617,004

営業費用 4,057,669 4,308,149

営業利益 190,778 308,855

営業外収益

受取利息 2,137 854

雑収入 1,565 1,898

営業外収益合計 3,702 2,753

営業外費用

支払利息 206 102

雑損失 159 5,762

営業外費用合計 366 5,864

経常利益 194,115 305,743

特別損失

減損損失 5,319 -

特別損失合計 5,319 -

税引前四半期純利益 188,795 305,743

法人税、住民税及び事業税 11,736 58,215

法人税等調整額 68,187 52,969

法人税等合計 79,923 111,184

四半期純利益 108,871 194,559

決算短信（宝印刷） 2016年10月18日 18時03分 6ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



ハウスコム㈱(3275)
平成29年３月期 第２四半期決算短信

― 7 ―

(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 188,795 305,743

減価償却費 53,607 64,266

減損損失 5,319 -

株式報酬費用 7,341 6,793

賞与引当金の増減額（△は減少） △135,870 △129,381

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,192 9,970

受取利息 △2,137 △854

支払利息 206 102

営業債権の増減額（△は増加） 34,800 50,502

その他の資産の増減額（△は増加） 5,407 399

営業債務の増減額（△は減少） △26,003 △45,688

未払費用の増減額（△は減少） △33,460 △35,905

未払消費税等の増減額（△は減少） △159,823 △48,014

預り金の増減額（△は減少） △170,077 △152,245

その他の負債の増減額（△は減少） △78,367 3,065

小計 △307,068 28,754

利息及び配当金の受取額 2,353 1,310

利息の支払額 △206 △102

法人税等の支払額 △327,362 △364,919

営業活動によるキャッシュ・フロー △632,283 △334,957

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 - △1,000,000

有形固定資産の取得による支出 △46,490 △44,350

無形固定資産の取得による支出 △29,109 △9,102

営業保証金の預入による支出 △35,000 △15,000

差入保証金の差入による支出 △14,073 △6,604

差入保証金の回収による収入 6,330 660

その他の支出 △7,122 △7,551

投資活動によるキャッシュ・フロー △125,464 △1,081,949

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △10,162 △9,151

リース債務の返済による支出 △3,943 △4,511

配当金の支払額 △81,597 △104,432

財務活動によるキャッシュ・フロー △95,703 △118,096

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △853,452 △1,535,003

現金及び現金同等物の期首残高 4,272,688 3,549,542

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,419,236 2,014,539
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(4) 四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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４．補足情報

経営管理上重要な指標

経営成績の推移（通期の実績と計画）

(単位：千円)

平成28年３月期
平成29年３月期

（計画）
（計画増減率）

営業収益 9,306,195 9,966,236 7.1％

仲介手数料収入 4,720,747 5,153,545 9.2％

仲介業務関連収入 3,072,151 3,254,725 5.9％

その他の収入 1,513,296 1,557,966 3.0％

営業費用 8,498,119 9,111,379 7.2％

営業利益 808,076 854,857 5.8％

営業利益率 8.7％ 8.6％ △0.1ｐ

営業外損益 270,197 241,780 △10.5％

経常利益 1,078,273 1,096,637 1.7％

経常利益率 11.6％ 11.0％ △0.6ｐ

特別損益 △55,231 △17,301 ―

法人税等 392,319 413,925 5.5％

当期純利益 630,722 665,411 5.5％

当期純利益率 6.8％ 6.7％ △0.1ｐ

１株当たり当期純利益 162.73 171.77
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